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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ムーブメント（１００）の基板を構成する地板（１０２）と、表示を修正するための巻
真（１１８）と、前記巻真（１１８）の位置を切り換えるための切換機構と、時刻情報を
表示するための文字板と、「日」を表示するための小針を構成する日針とを備えた小針表
示機構付き機械式時計であって、
　前記ムーブメント（１００）は、ぜんまいを含む香箱車（１２０）と、前記香箱車（１
２０）の回転により回転される表輪列と、前記表輪列の回転に基づいて１２時間で１回転
する筒車とを含み、
　前記ムーブメント（１００）は、第１の速度で回転する第１の小針を作動させるための
第１のタイプの輪列のための第１の輪列回転中心と、前記第１の小針の回転中心と同一の
回転中心において、第２の速度で回転する第２の小針を作動させるための第２のタイプの
輪列のための第２の輪列回転中心とを備え、
　前記第１の小針の回転中心は、前記地板（１０２）の地板中心（１０２ｃ）と前記地板
（１０２）の地板外形部との間の位置に配置されており、
　前記第１の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第２の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第１のタイプの輪列は、前記第１の小針によって「日」を表示する日送り機構を構
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成する輪列であり、前記第２のタイプの輪列は、前記第２の小針によって「秒」を表示す
るための小秒針機構を構成する輪列であり、
　前記第１の輪列回転中心には、日送り機構を構成する輪列を組み込むことができるよう
になっており、
　前記第２の輪列回転中心には、小秒針機構を構成する輪列を組み込むことができるよう
になっており、
　「日」を表示する日針（２５８）を回転させるための輪列を構成する日回し車（２５１
）が、前記第１の輪列回転中心に対して回転可能なように配置され、
　前記日送り機構を構成する輪列は、前記筒車（２３２）と一体になって回転する日回し
中間車（２５０）を含み、
　前記日回し車（２５１）は、前記日回し中間車（２５０）の回転に基づいて回転し、前
記日回し車（２５１）に設けられた日回しつめ（２５１ｂ）により、日星車（２５２）を
１日に１度、（１／３１）回転させるように構成され、前記日星車（２５２）は３１日間
で１回転するように構成され、前記日星車（２５２）の回転方向の位置は、日ジャンパ（
２５３）により規正されるようになっており、前記日星車（２５２）に取り付けられた日
針（２５８）が「日」を表示するように構成されており、
　前記地板中心（１０２ｃ）と前記地板（１０２）の外形部との間の位置を回転中心とし
て、前記第１の輪列回転中心に対して回転可能なように配置した輪列によって回転する日
針（２５８）により、「日」を表示するように構成される、
ことを特徴とする小針表示機構付き機械式時計。
【請求項２】
　ムーブメント（１００）の基板を構成する地板（１０２）と、表示を修正するための巻
真（１１８）と、前記巻真（１１８）の位置を切り換えるための切換機構と、時刻情報を
表示するための文字板と、「秒」を表示するための小針を構成する小秒針とを備えた小針
表示機構付き機械式時計であって、
　前記ムーブメント（１００）は、ぜんまいを含む香箱車（１２０）と、前記香箱車（１
２０）の回転により回転される表輪列と、前記表輪列の回転に基づいて１２時間で１回転
する筒車とを含み、
　前記ムーブメント（１００）は、第１の速度で回転する第１の小針を作動させるための
第１のタイプの輪列のための第１の輪列回転中心と、前記第１の小針の回転中心と同一の
回転中心において、第２の速度で回転する第２の小針を作動させるための第２のタイプの
輪列のための第２の輪列回転中心とを備え、
　前記第１の小針の回転中心は、前記地板（１０２）の地板中心（１０２ｃ）と前記地板
（１０２）の地板外形部との間の位置に配置されており、
　前記第１の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第２の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第１のタイプの輪列は、前記第１の小針によって「日」を表示する日送り機構を構
成する輪列であり、前記第２のタイプの輪列は、前記第２の小針によって「秒」を表示す
るための小秒針機構を構成する輪列であり、
　前記第１の輪列回転中心には、日送り機構を構成する輪列を組み込むことができるよう
になっており、
　前記第２の輪列回転中心には、小秒針機構を構成する輪列を組み込むことができるよう
になっており、
　「秒」を表示する小秒針（３４０）を回転させるための輪列が、前記第２の輪列回転中
心に対して回転可能なように配置され、
　前記小秒針機構を構成する輪列は、前記表輪列を構成する歯車（１２４）と一体になっ
て回転する秒伝え車（３１０、３１２、３１４）を含み、
　小秒車（３１６）が、前記秒伝え車（３１０、３１２、３１４）の回転によって回転す
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るように構成され、前記小秒車（３１６）は、１分間に１回転するように構成され、「秒
」を表示するための小秒針（３４０）が前記小秒車（３１６）に取り付けられており、
　前記地板中心（１０２ｃ）と前記地板（１０２）の外形部との間の位置を回転中心とし
て、前記第２の輪列回転中心に対して回転可能なように配置した輪列によって回転する小
秒針（３４０）により、「秒」を表示するように構成される、
ことを特徴とする小針表示機構付き機械式時計。
【請求項３】
　ムーブメント（１００）の基板を構成する地板（１０２）と、表示を修正するための巻
真（１１８）と、前記巻真（１１８）の位置を切り換えるための切換機構と、時刻情報を
表示するための文字板と、「２４時表示」を表示するための小針を構成する２４時針とを
備えた小針表示機構付き機械式時計であって、
　前記ムーブメント（１００）は、ぜんまいを含む香箱車（１２０）と、前記香箱車（１
２０）の回転により回転される表輪列と、前記表輪列の回転に基づいて１２時間で１回転
する筒車とを含み、
　前記ムーブメント（１００）は、第１の速度で回転する第１の小針を作動させるための
第１のタイプの輪列のための第１の輪列回転中心と、前記第１の小針の回転中心と同一の
回転中心において、第２の速度で回転する第２の小針を作動させるための第２のタイプの
輪列のための第２の輪列回転中心とを備え、
　前記第１の小針の回転中心は、前記地板（１０２）の地板中心（１０２ｃ）と前記地板
（１０２）の地板外形部との間の位置に配置されており、
　前記第１の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第２の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に案
内するための輪列案内部が設けられており、
　前記第１の輪列回転中心には、２４時表示機構を構成する輪列を組み込むことができる
ようになっており、
　「２４時表示」を表示する２４時針（４３０）を回転させるための輪列が、前記第１の
輪列回転中心に対して回転可能なように配置され、
　前記第２の輪列回転中心には、小秒針機構を構成する輪列を組み込むことができるよう
になっており、
　前記２４時表示機構を構成する輪列は、前記筒車（２３２）と一体になって回転する２
４時中間車（４２０）を含み、
　前記筒車（２３２）が回転することにより、前記２４時中間車（４２０）は回転するよ
うに構成され、前記２４時中間車（４２０）が回転することにより、２４時送り車（４２
２）は回転するように構成され、前記２４時送り車（４２２）が回転することにより、２
４時間車（４２４）は回転するように構成されており、前記２４時間車（４２４）に取り
付けられた２４時針（４３０）が、「２４時制」で「時」を表示するように構成されてお
り、
　前記地板中心（１０２ｃ）と前記地板（１０２）の外形部との間の位置を回転中心とし
て、前記第１の輪列回転中心に対して回転可能なように配置した輪列によって回転する２
４時針（４３０）により、「２４時表示」を表示するように構成される、
ことを特徴とする小針表示機構付き機械式時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小針により情報を表示することができる小針表示機構付き時計に関する。特
に、本発明は、ムーブメントの主要部品の寸法形状を変更することなしに、一部の部品の
仕様を変えるだけで、異なる情報を小針によって表示することができるように構成した小
針表示機構付き時計に関する。
【背景技術】
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【０００２】
（１）用語の説明：
　一般に、時計の駆動部分を含む機械体を「ムーブメント」と称する。ムーブメントに文
字板、針を取り付けて、時計ケースの中に入れて完成品にした状態を時計の「コンプリー
ト」と称する。時計の基板を構成する地板の両側のうちで、時計ケースのガラスのある方
の側、すなわち、文字板のある方の側をムーブメントの「裏側」又は「ガラス側」又は「
文字板側」と称する。地板の両側のうちで、時計ケースの裏蓋のある方の側、すなわち、
文字板と反対の側をムーブメントの「表側」又は「裏蓋側」と称する。ムーブメントの「
表側」に組み込まれる輪列を「表輪列」と称する。ムーブメントの「裏側」に組み込まれ
る輪列を「裏輪列」と称する。一般に、「１２時側」とは、アナログ式時計において、文
字板の１２時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「１２時方向」とは、アナ
ログ式時計において、地板の中心或いは時針などの指針の回転中心（以下、「地板中心」
という）から「１２時側」に向かう方向を示す。また、「２時側」とは、アナログ式時計
において、文字板の２時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「２時方向」と
は、アナログ式時計において、地板中心から「２時側」に向かう方向を示す。
【０００３】
　また、「３時側」とは、アナログ式時計において、文字板の３時に対応する目盛が配置
されている方の側を示す。「３時方向」とは、アナログ式時計において、地板中心から「
３時側」に向かう方向を示す。また、「６時側」とは、アナログ式時計において、文字板
の６時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「６時方向」とは、アナログ式時
計において、地板中心から「６時側」に向かう方向を示す。また、「９時側」とは、アナ
ログ式時計において、文字板の９時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「９
時方向」とは、アナログ式時計において、地板中心から「９時側」に向かう方向を示す。
また、「１０時側」とは、アナログ式時計において、文字板の１０時に対応する目盛が配
置されている方の側を示す。「１０時方向」とは、アナログ式時計において、地板中心か
ら「１０時側」に向かう方向を示す。さらに、「４時方向」、「４時側」のように、その
他の文字板の目盛が配置されている方の側を示すことがある。
【０００４】
　さらに、本明細書においては、地板中心から「３時側」に向かう直線を、単に「３時方
向」ということがある。同様に、地板中心から「１２時側」に向かう直線を、単に「１２
時方向」といい、地板中心から「４時側」に向かう直線を、単に「４時方向」といい、地
板中心から「６時側」に向かう直線を、単に「６時方向」といい、地板中心から「９時側
」に向かう直線を、単に「９時方向」ということがある。また更に、本明細書においては
、「３時方向」と「４時方向」との間の領域を「３－４時領域」という。同様に、「１２
時方向」と「３時方向」との間の領域を「１２－３時領域」といい、「３時方向」と「６
時方向」との間の領域を「３－６時領域」といい、「６時方向」と「９時方向」との間の
領域を「６－９時領域」といい、「９時方向」と「１２時方向」との間の領域を「９－１
２時領域」ということがある。
【０００５】
（２）従来の小針表示機構付き時計：
（２・１）第１タイプの小針表示機構付き時計：
　従来の第１タイプの小針表示機構付き時計では、時針、分針を駆動する輪列と、秒針の
みを駆動する輪列を構成し、秒針のみを駆動する輪列によって小秒針を回転させている（
例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
（２・２）第２タイプの小針表示機構付き時計：
　従来の第２タイプの小針表示機構付き時計では、男持時計と、女持時計とで、小秒針の
回転中心の位置を変えるように構成し、小秒針伝達車を変更配置できるように構成してい
る（例えば、特許文献２参照）。
【０００７】
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（２・３）第３タイプの小針表示機構付き時計：
　従来の第３タイプの小針表示機構付き時計では、地板は、「センタークロノグラフ時計
」を製造するときに用いられるロータおよび輪列の輪列回転中心と、「サイドクロノグラ
フ時計」を製造するときに用いられるロータおよび輪列の輪列回転中心とを備えており、
受部材は、「センタークロノグラフ時計」を製造するときに用いられるロータおよび輪列
の輪列回転中心と、「サイドクロノグラフ時計」を製造するときに用いられるロータおよ
び輪列の輪列回転中心とを備えており、小針の一種であるクロノグラフ針を備えた「サイ
ドクロノグラフ時計」を製造するときに用いられるロータおよび輪列は、前記地板の前記
輪列回転中心と、前記受部材の前記輪列回転中心とに対して回転可能なように組み込まれ
る（例えば、特許文献３参照）。
【０００８】
（２・４）第４タイプの小針表示機構付き時計：
　従来の第４タイプの小針表示機構付き時計では、ムーブメントのセンター位置、１２時
方向軸上位置、３時方向軸上位置、６時方向軸上位置、９時方向軸上位置のうちの少なく
とも１箇所以上の位置に、通常時刻表示及び付加機能表示を行うように構成している（例
えば、特許文献４、５参照）。
【０００９】
【特許文献１】特開昭５６－８４５８１号公報（第４図）
【特許文献２】実開平２－１０５１９１号公報（第１図）
【特許文献３】特開２００４－２０４２１号公報（第９～２０頁、図１～図８）
【特許文献４】特開平２－７７６８０号公報（第１図）
【特許文献５】特開２００２－３３３４９０号公報（第２２図～第２４図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、従来の小針表示機構付き時計では、ムーブメントにおいて、小針を用いて異な
る表示形式を行うには、関連する複数の部品を変更しなければならず、大掛かりなムーブ
メントレイアウト変更が必要になっていた。したがって、異なる表示形式の小針を備える
複数のムーブメントレイアウトを形成する場合、それぞれのムーブメントを別個に設計し
て、それぞれのムーブメントの構成部品を加工するための加工機械、金型などを多数用意
する必要があった。このため、従来の小針表示機構付き時計の製造においては、部品加工
作業の切換に多くの時間を必要とし、また、部品製造工数が多くなる課題があった。
【００１１】
　本発明の目的は、小針を用いて異なる表示形式を行う場合、ムーブメントの主要な大多
数の部品の寸法形状を変更することなしに、一部の部品の仕様を変えるだけで、回転数が
異なる複数種類のムーブメントレイアウトを形成できるように構成した小針表示機構付き
時計を実現することにある。
　また、本発明の他の目的は、部品加工作業の切換に多くの時間を必要とせず、部品製造
工数が少ない小針表示機構付き時計を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、ムーブメントの基板を構成する地板と、表示を修正するための巻真と、前記
巻真の位置を切り換えるための切換機構と、時刻情報を表示するための文字板と、「日」
を表示するための小針とを備えた小針表示機構付き機械式時計であって、ムーブメントは
、ぜんまいを含む香箱車と、前記香箱車の回転により回転される表輪列と、第１の速度で
回転する第１の小針を作動させるための第１のタイプの輪列のための第１の輪列回転中心
と、前記第１の小針の回転中心と同一の回転中心において、第２の速度で回転する第２の
小針を作動させるための第２のタイプの輪列のための第２の輪列回転中心とを備える。前
記第１の小針の回転中心は、地板の地板中心と地板の地板外形部との間の位置に配置され
る。前記第１の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材を回転可能に
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案内するための輪列案内部が設けられる。前記第２の輪列回転中心には、その位置を中心
として回転する輪列部材を回転可能に案内するための輪列案内部が設けられる。前記第１
の輪列回転中心には、日送り機構を構成する輪列を組み込むことができるようになってい
る。「日」を表示するための輪列が、前記第１の輪列回転中心に対して回転可能なように
配置される。地板中心と地板の外形部との間の位置を回転中心として、前記第１のタイプ
の輪列によって回転する小針により、「日」を表示することができる。
【００１３】
　この構成により、ムーブメントの主要な多くの部品の寸法形状を変更することなしに、
一部の部品の仕様を変えるだけで、回転数が異なる複数種類のムーブメントレイアウトを
形成することができる。本発明の小針表示機構付き時計において、前記第１のタイプの輪
列は、第１の小針によって「日」を表示する日送り機構を構成する輪列であり、前記第２
のタイプの輪列は、第２の小針によって「秒」を表示するための小秒針機構を構成する輪
列であるのが好ましい。この構成により、ムーブメントの主要な大多数の部品の寸法形状
を変更することなしに、一部の部品の仕様を変えるだけで、「日」を表示するムーブメン
トレイアウトと、「秒」を表示するムーブメントレイアウトを実現することができる。
【００１４】
　また、本発明の小針表示機構付き時計において、前記第１の輪列回転中心には、日送り
機構を構成する輪列を組み込むように構成することができる。また、本発明の「日」を表
示するための小針を構成する日針を備えた小針表示機構付き時計においては、前記日送り
機構を構成する輪列は、筒車と一体になって回転する日回し中間車を含むように構成する
ことができる。
　また、本発明の「秒」を表示するための小針を備えた小針表示機構付き時計においては
、小秒針機構を構成する輪列は、表輪列を構成する歯車と一体になって回転する秒伝え車
を含むように構成することができる。この構成により、部品加工作業の切換に多くの時間
を必要とせず、部品製造工数が少ない小針表示機構付き時計を実現することができる。
　また、本発明の「２４時表示」を表示するための小針を構成する２４時針を備えた小針
表示機構付き時計においては、前記第１の輪列回転中心には、２４時表示機構を構成する
輪列を組み込むように構成することができる。この構成により、部品加工作業の切換に多
くの時間を必要とせず、部品製造工数が少ない小針表示機構付き時計を実現することがで
きる。
【００１５】
　また、本発明の小針表示機構付き時計において、前記２４時表示機構を構成する輪列は
、筒車と一体になって回転する２４時中間車を含むように構成することができる。この構
成により、複数のムーブメントレイアウトを実現することが出来る小針表示機構付き時計
を得ることができる。この構成により、部品加工作業の切換に多くの時間を必要とせず、
部品製造工数が少ない小針表示機構付き時計を実現することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明により、ムーブメントの主要な多くの部品の寸法形状を変更することなしに、一
部の部品の仕様を変えるだけで、回転数が異なる複数種類のムーブメントレイアウトを形
成することができる。すなわち、本発明により、一部の部品を組替えることで、同一の回
転中心において、異なる情報（日針による日表示、小秒針による秒表示、２４時針による
２４時制での時表示など）を表示することができるような小針表示機構付き時計を実現す
ることができる。また、本発明により、部品加工作業の切換に多くの時間を必要とせず、
部品製造工数が少ない小針表示機構付き時計を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
（１）ムーブメントの全体の構造：
　図１および図２を参照すると、本発明の小針表示機構付き時計はムーブメント１００を
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備える。ムーブメント１００は、地板１０２と、一番受１０４と、二番受１０５と、アン
クル受１０６と、てんぷ受１０７とを備える。巻真１１８が地板１０２に回転可能で、軸
線方向に移動可能なように組み込まれる。
【００１８】
　ムーブメント１００の表側には、表輪列と、脱進機構と、調速機構と、自動巻機構と、
手巻機構と、切換装置とが配置される。或いは、手巻機構を削除してもよい。或いは、切
換装置はムーブメント１００の裏側に配置してもよい。或いは、ムーブメント１００の表
側に手巻機構を配置し、自動巻機構を省略してもよい。ムーブメント１００の裏側には、
裏輪列と、日表示機構と、日修正機構とを配置することができるように構成されている。
さらに、ムーブメント１００の裏側には、小秒針輪列を配置することができ、或いは、２
４時針輪列を配置することができるように構成されている。表輪列は地板１０２、一番受
１０４、二番受１０５に対して回転可能に支持される。裏輪列は地板１０２、第二地板１
１２、押え部材等に対して回転可能に支持される。
【００１９】
（２）表輪列の構成：
　次に、表輪列の構成について説明する。図１および図２を参照すると、香箱車１２０が
一番受１０４及び地板１０２に対して回転可能に支持される。香箱車１２０は、ぜんまい
と、香箱真と、香箱歯車と、香箱ふたとを有する。ぜんまいは機械式時計の動力源を構成
する。ぜんまいが巻き戻される（解放される）ことにより、香箱歯車は１つの方向に回転
し、表輪列及び裏輪列の回転を介して、指針（時針、分針、秒針など）により時刻情報を
表示する。ぜんまいの動力により回転する香箱歯車の回転は、調速装置及び脱進装置によ
って制御される。調速装置はてんぷ１４２を含む。脱進装置はアンクル１４４及びがんぎ
車１４６を含む。てんぷ１４２はてんぷ受１０７及び地板１０２に対して回転可能に支持
される。アンクル１４４はアンクル受１０６及び地板１０２に対して回転可能に支持され
る。がんぎ車１４６は一番受１０４及び地板１０２に対して回転可能に支持される。香箱
歯車の回転により、二番車１２２が１時間に１回転するように構成される。二番車１２２
は二番受１０５及び地板１０２に対して回転可能に支持される。二番車１２２の回転によ
り、三番車１２４が回転するように構成される。筒かな（図示せず）が、二番車１２２に
対してスリップ可能なように取り付けられる。二番車１２２の回転中心は、地板中心１０
２ｃに配置される。
【００２０】
　三番車１２４は一番受１０４及び地板１０２に対して回転可能に支持される。三番車１
２４の回転により、四番車１２６が１分間に１回転するように構成される。四番車１２６
は一番受１０４及び地板１０２に対して回転可能に支持される。四番車１２６の回転速度
は、がんぎ車１４６により制御されるように構成される。がんぎ車１４６の回転速度は、
アンクル１４４により制御されるように構成される。アンクル１４４の揺動運動は、てん
ぷ１４２により制御されるように構成される。表輪列は、二番車１２２、三番車１２４、
四番車１２６を含む。図５を参照すると、筒かなに取付けられた分針２４６が「分」を表
示するように構成される。四番車１２６に取付けた秒針２４８が「秒」を表示するように
構成される。図１および図２を参照すると、四番車１２６の回転中心と二番車１２２の回
転中心とは同じ位置にあるように構成される。すなわち、四番車１２６の回転中心は、地
板中心１０２ｃに配置される。
【００２１】
　角穴車１３０の角穴部が、香箱車１２０の香箱真の上方部（一番受１０４がある方の側
）に設けられた角軸部（図示せず）に組み込まれる。角穴止めねじ１３２により、角穴車
１３０は香箱真と一体になって回転するように支持される。角穴車１３０は香箱車１２０
の回転する方向と同一の方向にのみ回転することができる。角穴車の回転規正部材を構成
するこはぜ１３１が、角穴車１３０の回転を１つの方向のみに規正するために一番受１０
４に設けられる。こはぜ１３１により、角穴車１３０が香箱車１２０の回転する方向と反
対の方向に回転するのを阻止することができる。手巻機構を設ける構成では、手巻機構は
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、つづみ車２７２と、きち車１３３と、丸穴車（図示せず）と、丸穴伝え車（図示せず）
とを含む。つづみ車２７２の１つの方向の回転により、きち車１３３が回転するように構
成される。きち車１３３の回転により、丸穴車の回転を介して丸穴伝え車が回転するよう
に構成される。丸穴伝え車の回転により、角穴車１３０が時計回り方向に回転するように
構成される。角穴車１３０が回転することにより、ぜんまいを巻くことができるように構
成される。
【００２２】
（３）自動巻機構の構成：
　次に、自動巻機構の構成について説明する。図１において、ぜんまいを巻き上げるため
の自動巻機構がムーブメント１００の表側に設けられる。自動巻機構は、回転錘２１０と
、一番伝え車２１２と、つめレバー２１４と、二番伝え車２１６とを含む。回転錘２１０
はボールベアリングを介して一番受１０４に回転可能に組み込まれる。一番伝え車２１２
は一番受１０４及び地板１０２に対して回転可能に支持される。一番伝え車２１２の歯車
部は回転錘２１０の回転錘かなに噛み合うように構成される。つめレバー２１４の基部の
穴（図示せず）が、一番伝え車２１２の偏心カム部分（図示せず）に回転可能に組み込ま
れる。つめレバー２１４は２つのつめ部分、すなわち引きつめ２１４ｆと、押しつめ２１
４ｇとを有する。二番伝え車２１６は一番受１０４に対して回転可能に支持される。つめ
レバー２１４の引きつめ２１４ｆと、押しつめ２１４ｇは、二番伝え車２１６のラチェッ
ト歯（図示せず）に噛合うように構成される。回転錘２１０が回転すると、一番伝え車２
１２が回転して、つめレバー２１４を作動させるように構成される。つめレバー２１４の
引きつめ２１４ｆは、二番伝え車２１６を１つの方向（図２において反時計回り方向）に
のみ回転させることができるように構成される。つめレバー２１４の押しつめ２１４ｇは
、二番伝え車２１６を１つの方向（図２において反時計回り方向）にのみ回転させること
ができるように構成される。したがって、回転錘２１０が回転すると、つめレバー２１４
が作動し、二番巻伝え車２１６の回転に基づいて、角穴車１３０が時計回り方向に回転す
るように構成される。その結果、回転錘２１０が回転すると、自動巻機構の作動により、
ぜんまいを巻きあげることができる。
【００２３】
（４）裏輪列の構成
　次に、裏輪列の構成について説明する。図４および図１０を参照すると、ムーブメント
１００は、第二地板１１２を備える。第二地板１１２は、地板１０２の文字板側に配置さ
れる。裏輪列は、日の裏車２８０と、筒車２３２とを含む。二番車１２２の回転により、
日の裏車２８０が回転するように構成される。筒かな１２３は、二番車１２２の二番歯車
に対してスリップすることができるように構成される。日の裏車２８０は、日の裏歯車２
８０ａと、日の裏かな２８０ｂとを含む。日の裏歯車２８０ａは筒かな１２３の歯車部と
噛み合うように構成される。日の裏かな２８０ｂは筒車２３２の歯車部と噛み合うように
構成される。日の裏車２８０の回転により、筒車２３２が１２時間で１回転するように構
成される。筒車２３２の回転中心と二番車１２２の回転中心とは同じ位置にあるように構
成される。すなわち、筒車２３２の回転中心は、地板中心１０２ｃに配置される。図５を
参照すると、筒かなに取付けられた分針２４６が「分」を表示するように構成される。四
番車１２６に取付けた秒針２４８が「秒」を表示するように構成される。筒車２３２に取
付けた時針２４４が「時」を表示するように構成される。すなわち、ムーブメント１００
は、時針２４４と、分針２４６と、秒針２４８とを取り付けることができる輪列を備え、
時針２４４の回転中心と、分針２４６の回転中心と、秒針２４８の回転中心とが同じ位置
にある「中三針時計」を構成している。時刻を示すための複数の略字１１０ｂが、文字板
１１０に設けられる。
【００２４】
（５）切換機構の構成：
　次に、切換機構の構成について説明する。本発明の時計では、時計の時刻を合わせるた
めに、切換機構と、時刻合わせ機構とが設けられている。図２を参照すると、切換機構は
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、おしどり２３６、かんぬき２３７、かんぬき押え２３８を含むように構成される。時刻
合わせ機構は、巻真１１８と、つづみ車２７２とを含む。つづみ車２７２の角穴部は巻真
１１８の角軸部に組み込まれる。巻真１１８の中心軸線にそう方向における巻真１１８の
位置は、切換装置（おしどり、かんぬき押えなど）により定められる。巻真１１８の中心
軸線にそう方向におけるつづみ車２７２の位置は、切換装置（おしどり、かんぬき、かん
ぬき押えなど）により定められる。つづみ車２７２は、ムーブメント１００の中心部に近
い方に位置する甲歯２７２ａと、ムーブメント１００の外形部に近い方に位置する乙歯２
７２ｂとを備える。つづみ車２７２の乙歯２７２ｂはラチェット歯車で構成される。きち
車１３３は、つづみ車２７２の乙歯２７２ｂと噛合うことが出来るように構成されたきち
小歯車と、丸穴車の歯車部と噛合うことが出来るように構成されたきち大歯車とを備える
。きち小歯車はラチェット歯車で構成される。
【００２５】
　巻真１１８を０段目にした状態、および、巻真１１８を１段目にした状態では、つづみ
車２７２の甲歯２７２ａは日の裏車の歯車部と噛合わないように構成される。巻真１１８
を０段目にした状態では、つづみ車２７２の乙歯２７２ｂはきち車１３３の小歯車と噛合
うように構成される。巻真１１８を１段目にした状態では、つづみ車２７２の乙歯２７２
ｂはきち車１３３の小歯車と噛合わないように構成される。巻真１１８を２段目にした状
態では、つづみ車２７２の甲歯２７２ａは日の裏歯車２８０ａの歯車部と噛合うように構
成される。巻真１１８を２段目にした状態では、つづみ車２７２の乙歯２７２ｂはきち車
１３３の小歯車と噛合わないように構成される。巻真１１８を０段目にした状態で、巻真
１１８を１つの方向に回転させると、巻真１１８とともにつづみ車２７２が回転し、きち
車１３３、丸穴車、丸穴伝え車の回転を介して、角穴車１３０が回転して、ぜんまいを巻
き上げることができるように構成される。巻真１１８を０段目にした状態で、巻真１１８
を他の方向に回転させると、巻真１１８とともにつづみ車２７２が回転するが、きち車１
３３は回転しないように構成される。巻真１１８を２段目にした状態で、てんぷ１４２の
回転を規正するためのてんぷ規正レバー１４９が、おしどり２３６の回転に基づいて回転
するように設けられる。
【００２６】
（６）日送り機構の構成：
　次に、日送り機構の構成について説明する。図３および図４を参照すると、小針によっ
て「日」表示することができるような構成では、裏輪列の回転に基づいて日送り機構が作
動するように構成される。日送り機構は、日回し中間車２５０と、日回し車２５１と、日
星車２５２とを含む。日回し中間車２５０は、筒車２３２と一体になるように構成される
。したがって、筒車２３２が回転することにより、日回し中間車２５０は回転するように
構成される。日回し中間車２５０が回転することにより、日回し車２５１は回転するよう
に構成される。日回し車２５１に設けられた日回しつめ２５１ｂにより、日星車２５２を
１日に１度、（１／３１）回転させるように構成される。日星車２５２は３１日間で１回
転するように構成される。日星車２５２の回転方向の位置は、日ジャンパ２５３により規
正される。
【００２７】
　図５を参照すると、日星車２５２に取り付けられた日針２５８が「日」を表示するよう
に構成される。日針２５８の回転中心の位置は、「６時方向」において、二番車１２２の
回転中心と、地板１０２の外周部との間に配置されるのが好ましい。日を示すための複数
の略字１１０ｃおよび数字１１０ｄが、文字板１１０に設けられる。例えば、数字１１０
ｄは、「１」、「５」、「１０」、「１５」、「２０」、「２５」、「３０」などで構成
される。以上説明したように、本発明のムーブメント１００は、筒車２３２に取り付けた
時針２４４によって「時」を表示し、筒かなに取り付けた分針２４６によって「分」を表
示し、四番車１２６に取付けた秒針２４８によって「秒」を表示し、回転中心が「６時方
向」に配置された日星車２５２に取り付けた日針２５８によって「日」を表示することが
できる。
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【００２８】
　図３および図４を参照すると、第二輪列受２５６が、第二地板１１２と文字板１１０と
の間に配置される。日回し車２５１は第二地板１１２に対して回転可能なように配置され
る。日回し車２５１の歯車部は、第二地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される
。日回し車２５１の中心穴は、第二地板１１２に設けられた軸部に対して回転可能なよう
に組み込まれる。日星車２５２は、第二地板１１２および第二輪列受２５６に対して回転
可能なように配置される。日星車２５２の下軸部は、第二地板１１２に設けられた軸受部
に対して回転可能なように組み込まれる。日星車２５２の上軸部は、第二輪列受２５６に
設けられた軸受部に対して回転可能なように組み込まれる。日星車２５２の歯車部は、第
二地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される。日ジャンパ２５３は、第二地板１
１２と第二輪列受２５６との間に配置される。日星車２５２の回転中心は、「６時方向」
において、二番車１２２の回転中心と、地板１０２の外周部との間に配置されるのが好ま
しい。日ジャンパ２５３のばね部の先端に設けられた規正部は、「６時方向」と「７時方
向」との間の領域（すなわち、「６－７時領域」）に配置されるのが好ましい。日回し車
２５１の回転中心は、「６時方向」と「７時方向」との間の領域（すなわち、「６－７時
領域」）に配置されるのが好ましい。
【００２９】
（７）日修正機構の構成
　次に、日修正機構の構成について説明する。本発明の時計には、日星車２５２による日
の表示を修正するための日修正機構を設けることができる。図３および図４を参照すると
、ムーブメント１００の裏側には、日星車２５２による日の表示を修正するための日修正
機構が設けられる。日修正機構は、第１修正伝え車２６１と、第２修正伝え車２６２と、
第３修正伝え車２６３と、揺動伝え車２６４と、揺動車２７４と、日修正車２７６とを含
むように構成される。日修正中間歯車２６５が、揺動伝え車２６４に固定される。揺動車
レバー２６６が、スリップ機構を介して揺動伝え車２６４に固定される。揺動車２７４は
、揺動車レバー２６６に対して回転可能なように配置される。揺動車座２６７が、揺動車
２７４を揺動車レバー２６６に対して回転可能なように支持する。
【００３０】
　巻真１１８を１段目にした状態で、第１修正伝え車２６１は、巻真１１８の第１修正伝
え車案内部に対して嵌め合うように支持される。すなわち、巻真１１８を１段目にした状
態で、第１修正伝え車２６１と巻真１１８は、互いに同軸になるように配置され、巻真１
１８を回転させると、第１修正伝え車２６１は巻真１１８と一体に回転するように構成さ
れる。第２修正伝え車２６２は、第二地板１１２に対して回転可能に支持される。第２修
正伝え車２６２の中心穴は、第二地板１１２に固定された、つば付きピンの軸部に対して
回転可能なように組み込まれる。第３修正伝え車２６３は、第二地板１１２に対して回転
可能に支持される。第３修正伝え車２６３の中心穴は、第二地板１１２に固定された、つ
ば付きピンの軸部に対して回転可能なように組み込まれる。
【００３１】
　揺動伝え車２６４は、第二地板１１２および第二輪列受２５６に対して回転可能に支持
される。揺動伝え車２６４の下軸部は、第二地板１１２に設けられた軸受部に対して回転
可能なように組み込まれる。揺動伝え車２６４の上軸部は、第二輪列受２５６に設けられ
た軸受部に対して回転可能なように組み込まれる。日修正車２７６は、第二地板１１２に
対して回転可能に支持される。日修正車２７６の中心穴は、第二地板１１２に設けられた
軸部に対して回転可能なように組み込まれる。日修正車２７６の歯車部は日星車２５２の
歯車部と噛み合うように構成される。
【００３２】
　巻真１１８を１つの方向に回転させると、第１修正伝え車２６１、第２修正伝え車２６
２、第３修正伝え車２６３の回転を介して揺動伝え車２６４は回転し、揺動車レバー２６
６に支持された揺動車２７４が日修正車２７６に噛み合う位置に移動する。この状態にお
いて、巻真１１８を１つの方向に回転させることによって、揺動車２７４の回転により日
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修正車２７６を回転させ、日修正車２７６の歯車部は日星車２５２を回転させることがで
きるように構成される。巻真１１８を他の方向に回転させると、揺動伝え車２６４は回転
し、揺動車レバー２６６に支持された揺動車２７４が日修正車２７６から離れた位置に移
動する。この状態において、巻真１１８を他の方向に回転させても、揺動車２７４の回転
により日修正車２７６を回転させることができないように構成される。
【００３３】
（８）針合わせ機構の構成
　図３、図４および図１０を参照すると、巻真１１８が０段目にある状態では、巻真１１
８を回転させても、第１修正伝え車２６１は回転することが出来ず、日の裏車２８０も回
転することが出来ないように構成される。巻真１１８が２段目にある状態では、巻真１１
８を回転させても、第１修正伝え車２６１は回転することが出来ないように構成される。
図２を参照すると、巻真１１８が２段目にある状態で、針合わせを行うことができるよう
に構成される。巻真１１８を２段目に引き出した状態で、つづみ車２７２の甲歯２７２ａ
は日の裏車２８０の日の裏歯車２８０ａと噛合うことが出来るように構成される。巻真１
１８を２段目に引き出した状態で、巻真１１８を回転させることによって、つづみ車２７
２の回転と、日の裏車２８０の回転を介して、二番車１２２の筒かなと、筒車２３２が回
転するように構成される。巻真１１８を２段目に引き出した状態で針合わせを行うとき、
筒かな１２３は、二番車１２２の二番歯車に対してスリップすることができるように構成
される。
【００３４】
（９）小秒針機構の構造：
　次に、小秒針機構の構造について説明する。図６および図７を参照すると、本発明の小
針表示機構付き時計において、ムーブメント１００に、日送り機構および日修正機構を組
み込むことなしに、小秒針によって秒を表示する小秒針機構を設けることができる。香箱
車１２０の回転に基づいて二番車１２２が回転するように構成される。二番車１２２の回
転に基づいて三番車１２４が回転するように構成される。三番車１２４の回転に基づいて
四番車１２６が回転するように構成される。二番車１２２の上軸部は、二番受１０５に対
して回転可能に支持される。二番車１２２の下軸部は、地板１０２に対して回転可能に支
持される。
【００３５】
　三番車１２４は、上軸部と、歯車部と、かな部と、中間案内軸部と、角軸部と、下案内
軸部と、下軸部とを含む。三番車１２４の上軸部は、一番受１０４に対して回転可能に支
持される。三番車１２４の下軸部は、第二輪列受２５６に対して回転可能に支持される。
三番車１２４のかな部は、二番車１２２の歯車部と噛み合うように構成される。三番車１
２４の歯車部は、四番車１２６のかな部と噛み合うように構成される。筒かな１２３が、
二番車１２２の下方筒部の外周部に対してスリップ可能なように取り付けられる。筒車２
３２は、筒かな１２３の外周部に対して回転可能なように組み込まれる。時針２４４は筒
車２３２に取り付けられる。分針２４６は筒かな１２３に取り付けられる。
【００３６】
　第１秒伝え車３１０が、三番車１２４と一体に回転するように組み込まれる。第１秒伝
え車３１０の中心穴は、三番車１２４の中間案内軸部と、角軸部と、下案内軸部とに対し
て組み込まれる。第１秒伝え車３１０の角穴部は、三番車１２４の下軸部の上方に設けら
れた角軸部と嵌め合って固定されるように構成される。第１秒伝え車３１０の歯車部は、
第二地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される。第２秒伝え車３１２が、第１秒
伝え車３１０の回転によって回転するように構成される。第２秒伝え車３１２のかな部は
、第１秒伝え車３１０の歯車部と噛み合うように構成される。第２秒伝え車３１２の上軸
部は、第二輪列受２５６に対して回転可能に支持される。第２秒伝え車３１２の下軸部は
、第二地板１１２に対して回転可能に支持される。第２秒伝え車３１２の歯車部は、第二
地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される。
【００３７】
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　第３秒伝え車３１４が、第２秒伝え車３１２の回転によって回転するように構成される
。第３秒伝え車３１４のかな部は、第２秒伝え車３１２の歯車部と噛み合うように構成さ
れる。第３秒伝え車３１４の上軸部は、第二輪列受２５６に対して回転可能に支持される
。第３秒伝え車３１４の下軸部は、第二地板１１２に対して回転可能に支持される。第３
秒伝え車３１４の歯車部は、第二地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される。
【００３８】
　小秒車３１６が、第３秒伝え車３１４の回転によって回転するように構成される。小秒
車３１６の歯車部は、第３秒伝え車３１４の歯車部と噛み合うように構成される。小秒車
３１６の上軸部は、第二輪列受２５６に対して回転可能に支持される。小秒車３１６の下
軸部は、第二地板１１２に対して回転可能に支持される。小秒車３１６の歯車部は、第二
地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される。小秒車３１６の回転中心は、前述し
た日星車２５２の回転中心と同じ位置に配置される。すなわち、小秒車３１６の回転中心
は、「６時方向」において、二番車１２２の回転中心と、地板１０２の外周部との間に配
置されるのが好ましい。小秒車３１６は、１分間に１回転するように構成される。小秒車
押さえ３１８は、弾性力を小秒車３１６に加えるために設けられる。小秒車押さえ３１８
のばね部の先端部は、小秒車３１６に接触するように構成される。小秒針３４０が小秒車
３１６に取り付けられる。図８を参照すると、「秒」を表示するための略字３４２が文字
板３０４に設けられる。小秒針３４０と略字３４２などによって、時刻情報である「秒」
に関する情報を表示することができるように構成される。
【００３９】
　図６を参照すると、第１秒伝え車３１０の回転中心は、「４時方向」と「５時方向」と
の間の領域（すなわち、「４－５時領域」）に配置されるのが好ましい。第２秒伝え車３
１２の回転中心は、「５時方向」と「６時方向」との間の領域（すなわち、「５－６時領
域」）に配置されるのが好ましい。第３秒伝え車３１４の回転中心は、「５時方向」と「
６時方向」との間の領域（すなわち、「５－６時領域」）に配置されるのが好ましい。小
秒車押さえ３１８のばね部は、「６時方向」と「７時方向」との間の領域（すなわち、「
６－７時領域」）に配置されるのが好ましい。以上説明したように、図８を参照すると、
本発明のムーブメント１００は、筒車２３２に取り付けた時針２４４によって「時」を表
示し、筒かな１２３に取り付けた分針２４６によって「分」を表示し、回転中心が「６時
方向」に配置された小秒車３１６に取り付けた小秒針３４０によって「秒」を表示するこ
とができる。この構成では、四番車１２６に秒針２４８を取付ける必要はない。すなわち
、ムーブメント１００は、時針２４４と、分針２４６と、小秒針３４０とを取り付けるこ
とができる輪列を備え、時針２４４の回転中心と、分針２４６の回転中心とが同じ位置に
ある「小秒針付きの二針時計」を構成している。
【００４０】
（１０）２４時表示機構の構造：
　次に、２４時表示機構の構造について説明する。図９および図１０を参照すると、本発
明の小針表示機構付き時計において、ムーブメント１００に、日送り機構、日修正機構、
小秒針機構を組み込むことなしに、小針によって、１周が２４時間となるように「時」を
表示する（「２４時制」という）ような機構（「２４時表示機構」という）を設けること
ができる。小針によって、「２４時制」で「時」を表示する２４時表示機構は、裏輪列の
回転に基づいて作動するように構成される。２４時表示機構は、２４時中間車４２０と、
２４時送り車４２２と、２４時間車４２４とを含む。２４時中間車４２０は、筒車２３２
と一体になるように構成される。したがって、筒車２３２が回転することにより、２４時
中間車４２０は回転するように構成される。２４時中間車４２０の寸法形状は、前述した
日回し中間車２５０と同じになるように構成することができる。２４時送り車４２２は、
上送り歯車４２２ａと、下送り歯車４２２ｂとを含む。上送り歯車４２２ａは２４時中間
車４２０と噛み合うように構成される。２４時送り車４２２の回転中心の位置は、前述し
た日回し車２５１の回転中心の位置と同じ位置になるように構成することができる。２４
時送り車４２２は第二地板１１２に対して回転可能なように配置される。上送り歯車４２
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２ａと、下送り歯車４２２ｂは、第二地板１１２と第二輪列受２５６との間に配置される
。２４時送り車４２２の中心穴は、第二地板１１２に設けられた軸部に対して回転可能な
ように組み込まれる。
【００４１】
　２４時中間車４２０が回転することにより、２４時送り車４２２は回転するように構成
される。２４時送り車４２２が回転することにより、２４時間車４２４は回転するように
構成される。下送り歯車４２２ｂは、２４時送り車４２２の歯車部と噛み合うように構成
される。２４時間車４２４は、２４時間で１回転するように構成される。２４時間車４２
４は、第二地板１１２および第二輪列受２５６に対して回転可能なように配置される。２
４時間車４２４の下軸部は、第二地板１１２に設けられた軸受部に対して回転可能なよう
に組み込まれる。２４時間車４２４の上軸部は、第二輪列受２５６に設けられた軸受部に
対して回転可能なように組み込まれる。２４時間車４２４の歯車部は、第二地板１１２と
第二輪列受２５６との間に配置される。２４時間車４２４の回転中心は、「６時方向」に
おいて、二番車１２２の回転中心と、地板１０２の外周部との間に配置されるのが好まし
い。２４時間車４２４の回転中心は、前述した小秒車３１６の回転中心と同じ位置に配置
され、かつ、前述した日星車２５２の回転中心と同じ位置に配置される。
【００４２】
　図１１を参照すると、２４時間車４２４に取り付けられた２４時針４３０が、「２４時
制」で「時」を表示するように構成される。２４時針４３０の回転中心の位置は、「６時
方向」において、二番車１２２の回転中心と、地板１０２の外周部との間に配置されるの
が好ましい。「時」を示すための複数の略字４３１および数字４３２が、文字板４１０に
設けられる。例えば、数字４３２は、「６」、「１２」、「１８」、「２４」などで構成
される。以上説明したように、本発明のムーブメント１００は、筒車２３２に取り付けた
時針２４４によって「時」を表示し、筒かなに取り付けた分針２４６によって「分」を表
示し、四番車１２６に取付けた秒針２４８によって「秒」を表示し、回転中心が「６時方
向」に配置された２４時間車４２４に取り付けた２４時針４３０によって、「２４時制」
で「時」を表示することができる。すなわち、ムーブメント１００は、時針２４４と、分
針２４６と、秒針２４８とを取り付けることができる輪列を備え、時針２４４の回転中心
と、分針２４６の回転中心と、秒針２４８の回転中心とが同じ位置にある「２４時表示付
きの中三針時計」を構成している。
【００４３】
（１１）輪列の構造：
　上述したように、本発明の小針表示機構付き時計において、ムーブメント１００は、第
１の速度で回転する第１の小針を作動させるための第１のタイプの輪列のための第１の輪
列回転中心と、前記小針と同一の回転中心において、第２の速度で回転する第２の小針を
作動させるための第２のタイプの輪列のための第２の輪列回転中心とを備えるように構成
されている。第１の第１の小針の回転中心は、地板１０２の地板中心１０２ｃと地板１０
２の地板外形部との間の位置に配置されている。第１の輪列回転中心には、その位置を中
心として回転する輪列部材を回転可能に案内するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピン
など）が設けられる。第２の輪列回転中心には、その位置を中心として回転する輪列部材
を回転可能に案内するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）が設けられる。時刻
情報（時、分、秒、２４時制の時など）又は暦情報（日、曜、月齢など）を表示するため
の輪列は、前記第１の輪列回転中心、前記第２の輪列回転中心のうちの一方に対して回転
可能なように配置することができる。前記地板中心１０２ｃと前記地板１０２の外形部と
の間の位置を回転中心として、前記第１のタイプの輪列又は前記第２のタイプの輪列によ
って回転する小針により、時刻情報又は暦情報を表示することができる。
【００４４】
　第二地板１１２には、「６時方向」に日針を配置した「中三針時計」を形成するための
輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）と、「６時方向」に小秒針を配置した「中三針時
計」を形成するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）と、「６時方向」に２４時
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針を配置した「中三針時計」を形成するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）と
が設けられる。第二輪列受２５６には、には、「６時方向」に日針を配置した「中三針時
計」を形成するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）と、「６時方向」に小秒針
を配置した「中三針時計」を形成するための輪列案内部（軸部、軸受部、ピンなど）と、
「６時方向」に２４時針を配置した「中三針時計」を形成するための輪列案内部（軸部、
軸受部、ピンなど）とが設けられる。この構成により、ムーブメントの主要な多くの部品
の寸法形状を変更することなしに、一部の部品の仕様を変えるだけで、複数種類のムーブ
メントレイアウトを形成できる。
【００４５】
　本発明の小針表示機構付き時計について、機械式時計の実施形態に関して説明したけれ
ども、本発明の小針表示機構付き時計の構造はアナログ電子時計に適用することもできる
。本発明の小針表示機構付き時計について、小針の回転中心が「６時方向」に配置された
実施形態に関して説明したけれども、本発明の小針表示機構付き時計の構造は、小針の回
転中心が「３時方向」、「９時方向」、「１２時方向」、或いは、他の任意の方向の配置
された時計に適用することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明の小針表示機構付き時計は、ムーブメントの主要な多くの部品の寸法形状を変更
することなしに、一部の部品の仕様を変えるだけで、複数種類のムーブメントレイアウト
を形成できる。また、本発明の小針表示機構付き時計は、部品加工作業の切換に多くの時
間を必要とせず、部品製造工数が少ないので、生産効率良く、複数種類のムーブメントレ
イアウトを形成できる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、ムーブメントの表側から見
た概略構造を示す平面図である。
【図２】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、ムーブメントの表側の表輪
列機構を示す平面図である。
【図３】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、日送り機構および日修正機
構の部分に関して、ムーブメントの裏側から見た概略構造を示す平面図である。
【図４】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、日送り機構および日修正機
構の部分を示す部分断面図である。
【図５】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、日を示す小針である日針を
備えたコンプリートの文字板および針の部分を示す平面図である。
【図６】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、小秒針輪列の部分に関して
、ムーブメントの裏側から見た概略構造を示す平面図である。
【図７】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、小秒針輪列の部分を示す部
分断面図である。
【図８】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、秒を示す小針である小秒針
を備えたコンプリートの文字板および針の部分を示す平面図である。
【図９】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、２４時針輪列の部分に関し
て、ムーブメントの裏側から見た概略構造を示す平面図である。
【図１０】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、２４時針輪列の部分を示
す部分断面図である。
【図１１】本発明の小針表示機構付き時計の実施形態において、２４時制で時を示す小針
である２４時針を備えたコンプリートの文字板および針の部分を示す平面図である。
【符号の説明】
【００４８】
　　　１００　　ムーブメント
　　　１０２　　地板
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　　　１１２　　第二地板
　　　１１８　　巻真
　　　１２２　　二番車
　　　１２４　　三番車
　　　２３２　　筒車
　　　２５０　　日回し中間車
　　　２５１　　日回し車
　　　２５２　　日星車
　　　２８０　　日の裏車
　　　３１０　　第１秒伝え車
　　　３１２　　第２秒伝え車
　　　３１４　　第３秒伝え車
　　　３１６　　小秒車
　　　４２０　　２４時中間車
　　　４２２　　２４時送り車
　　　４２４　　２４時間車

【図１】 【図２】
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